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轟木川の水質調査結果について（第 1 報） 

 
吉川信治 松瀬紀子 北島淳二 

 
要 旨 

 
 一級河川筑後川水系の轟木川（鳥栖市）の水質は、公共下水道の整備促進等により上流域は年々改善

されてきているが、下流域についてはむしろ悪化傾向にあり度々環境基準を超過する状況となっている。

この原因を究明するため調査を行ったところ下水道終末処理場排水の影響が示唆された。 
 
キーワード：環境基準、ＢＯＤ、汚濁負荷量 
 
 

はじめに 

 

 轟木川は、昭和４９年４月、水質環境基準の

Ｃ類型（BOD５mg/L）に全域指定された。その後、

工場排水規制や生活排水対策の推進等により水

質が指定時より改善されたため、さらに良好な

水質を確保する観点から平成１５年５月、上位

のＢ類型（BOD３mg/L）に見直しを行った。１）

見直し当時の轟木川の水質は、鹿児島線下（環

境基準点）はＡ類型レベル、今川橋（環境基準

補助地点）はＢ類型レベルにあり、公共下水道

整備の促進等環境保全対策の推進に伴い、将来、

水質はＡ類型レベル以上に改善されると予測し

ていた。２）しかしながら、今川橋地点の平成１

６年度、１７年度の水質は、ＢＯＤ（７５％値）

が 4.9mg/L、5.6mg/L とむしろ悪化傾向にあり、

轟木川下流域は環境基準値を超過した状況とな

っている。 

このようなことから、この水質悪化の原因を

究明し水質保全対策に資することを目的として

調査を行った。 

 

轟木川の概況 

 

轟木川は、河川長 8.6km、流域面積 6.52km２

で鳥栖市の市街地を流れ、薬師川と合流した後

石橋川の流入があり新宝満川から筑後川へと注

いでいる。元来、流域のＢＯＤ負荷量は、産業

系は少なく土地系と生活系の負荷が多くを占め

ていたが、公共下水道の整備促進により生活系

の負荷量は徐々に低くなってきている。   

轟木川の水質の推移は、図－１、図―２に示

したとおりである。３） 
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   図－１ ＢＯＤ（７５％値）の経年変化 
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類型指定された当時（昭和４８年）の鹿児島

線下の水質は、ＢＯＤ（７５％値）が 5.3mg/L

であったが、平成元年の公共下水道の供用開始

等により、平成１７年度には 0.9mg/L と環境基

準のＡＡ類型レベルまで改善された。一方、今

川橋地点では、公共下水道の供用開始後水質は

むしろ悪化傾向にあり、平成１３年度、１６年

度、１７年度のＢＯＤは環境基準超過となって

いる。特にＣＯＤは平成元年度から平成１２年

度の平均値が 6.0mg/L であったのに対し、近年

は 9.1mg/L（Ｈ１３～Ｈ１７年度の平均値）と

悪化が著しい。 

                     

調査内容 

 

今川橋での水質悪化の原因を調査するため、

轟木川と石橋川の水質を測定し検討した。併せ

て河川の流速と断面積から流量を計算し負荷量

を算定した。なお、流速、断面積については簡

易的な測定であり精度は高くない。調査地点及

び負荷量は、図－３に示したとおりである。 

 

調査結果 

 

１ 水質 

水質調査結果は、表－1に示す。 

 
表―1 水質調査結果 

地点名 NO. 石橋川① 轟木川② 小水路③ 石橋川④ 轟木川⑤ 轟木川⑥ 轟木川⑦
轟木川に 三本柳橋 石橋川に 粛正橋 石橋川合 今川橋 新宝満川
合流する 流入する 流後 に合流す
直前 直前 る直前

採水時刻 10:18 10:33 10:52 11:10 12:22 12:43 13:03

気温(℃) 17 16 18 18 17 20 20

水温(℃) 15.5 15.5 13.8 17.6 17.8 18.7 19.2

川幅(m) 4.0 5.5 0.4 － － 13.0 －

平均水深(cm) 28 65 14 － － 50 －

流速(m/min)） 4.4 12.3 30.5 － － 9.5 －

流量(m /day) 7,100 63,000 2,500 － － 89,000 －３

ｐＨ 7.5 7.6 7.8 7.5 7.6 7.6 7.5

ＤＯ(mg/L) 11 12 11 13 12 9.7 8.5

ＣＯＤ(mg/L) 3.3 2.4 3.3 4.1 3.3 9.1 9.6

負荷量(kg/day) 23 150 8.3 － － 810 －

ＢＯＤ(mg/L) 1.7 1.3 1.1 2.6 1.3 2.9 1.9

負荷量(kg/day) 12 82 2.8 － － 260 －

ＳＳ(mg/L) 7 3 19 2 6 5 5

全窒素(mg/L) 2.4 1.6 1.7 3.3 1.7 11 12

負荷量(kg/day) 17 100 4.3 － － 980 －

全りん(mg/L) 0.033 0.020 0.039 0.059 0.026 0.13 0.12

負荷量(kg/day) 0.23 1.3 0.098 － － 12 －

備 考 少し濁り 白濁あり 清澄 茶褐色 茶褐色
あり

採水日：Ｈ１８年４月２５日
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ＢＯＤ、全窒素、全りん濃度は、轟木川の

三本柳橋地点（②地点）ではそれぞれ 1.3mg/L、

1.6mg/L、0.020mg/L、石橋川が轟木川に流入

する直前の地点（①地点）では、1.7mg/L、

2.4mg/L、0.033mg/L といずれも低いが、両河

川が合流した後の今川橋地点（⑥地点）では、

2.9mg/L、11mg/L、0.13mg/L とわずか数百ｍ

の間に急に高くなっている。  

この間には下水道終末処理場（以下「下水

処理場」という。）があり、そこからの排水

が轟木川に流入しているほか周辺には工場、

事業場等はなく田園地帯となっている。 

なお、下水処理場排水の平成１７年度の自

主検査結果（年間平均値）では、ＢＯＤは

2.5mg/L、排水量は 16,000m3/日となっている。

また、今川橋下流の轟木川が新宝満川に注ぐ

直前（⑦地点）には、し尿処理場からの排水

が流入しており、同じく、ＢＯＤ1.1mg/L、排

水量 360m3/日となっている。 

 

２ 河川流量 

河川の流速と断面積から河川流量を算定す

ると、今川橋（⑥地点）での流量は89,000m3 

/日となる。計算上、轟木川三本柳橋（②地

点）での実測流量63,000m3/日と石橋川（①地

点）の実測流量7,100m3/日に下水処理場排水

量16,000m3/日を加えた86,100m3/日と同量に

なるはずだが、若干の差が生じた。これは、

河川の流速と断面積が簡易測定によることや

下水処理場排水量が年間平均値を用いたこと

によるものと思われる。このように流量の精

度は高くないが、以後、負荷量算定にはこの

流量値を用いることとする。 

 

３ 負荷量 

３．１ ＢＯＤの負荷量 

負荷量の模式図を図－３に示す。 

計算では、今川橋（⑥地点）での負荷量

260kg/日から石橋川が轟木川に合流する直前

（①地点）の負荷量と轟木川三本柳橋（②地

点）の負荷量の合計量94kg/日を差し引いた量

166kg/日が下水処理場から排出されているこ

とになる。下水処理場の１日の平均排水量

16,000m3からＢＯＤを逆算すれば、166÷

16,000×1,000=10mg/Lとなり、自主測定結果

のＢＯＤ年間平均値の2.5mg/Lと比べて高濃

度である。仮に今川橋での流量を計算値の

86,000m3/日と実測値より少なく見積もって

も9.8mg/Lと高い。 

３．２ ＣＯＤの負荷量 

同様に負荷量を計算すれば、今川橋の負荷

量は810kg/日で①と②の合計量の173kg/日を

引いた637kg/日が下水処理場から排出されて

いることになり、ＣＯＤは40mg/Lとなる。今

川橋での水量が86,000m3/日の場合はＣＯＤ

は38mg/Lとなる。 

３．３ 全窒素、全りんの負荷量 

同様に、今川橋での全窒素、全りんの負荷

量は、それぞれ980kg/日と12kg/日、①と②の

合計量は117kg/日と1.53kg/日になる。結局、

下水処理場から全窒素が863kg/日、全りんが

10.47kg/日排出されていることになり、濃度

は計算では54mg/L、0.65mg/Lとなる。 

 

４ 下水処理場排水の水質 

県の立ち入り検査結果、下水処理場の自主

検査結果及び河川水質からの推計値を表－2

に示す。 

 

   表―2 下水処理場排水の水質 

採水月日 ＢＯＤ ＣＯＤ ＳＳ 全窒素 全りん

H16.10 3.1 27 1 26 0.64

H17.10 11 6.3 1> 19 2.2

自主検査結果
H17年度
平均水質

2.5

河川水質からの
推計値

H18.4 10 40 54 0.65

排水基準  （　）内
は日間平均値

30(20) - 120(60) 16(8)

立ち入り検査結果

単位：mg/L
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河川の水質から推計したＢＯＤ値は、平

成１７年度の県の立ち入り検査結果と同レ

ベルであったが、平成１６年度の県の立ち

入り検査結果や下水処理場の自主検査結果

（実測値）と比べ３～４倍高めであった。

ただし、下水処理場は、排水の塩素滅菌処

理をしているが残留塩素を還元をせずにＢ

ＯＤを測定しており、自主検査結果の

2.5mg/Lは真の値より低い可能性がある。Ｃ

ＯＤと総窒素については、総じて立ち入り

検査結果より高めであった。全窒素、全り

んについては、推計値と実測値との関係は

見い出せなかった。 
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満
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図－３ 轟木川のＢＯＤ負荷量模式図 

 

考 察 

 

下水処理場の上流部の水質および流量が一定

で、今川橋での水質を最近の濃度レベルのＢＯ

Ｄ5mg/Lと仮定すると、下水処理場から排出され

るＢＯＤ負荷量（χkg /日）は、次式から351kg/

日、ＢＯＤは22mg/Lとなる。 

5mg/L＝(94kg/日＋χ)×1,000÷89,000m3/日 

χ=351kg/日  

351kg/日÷16,000m3/日×1,000＝BOD22mg/L 

つまり、今川橋でのＢＯＤを5mg/L前後とすれ 

ば、下水処理場から排出されるＢＯＤは20mg/L

前後の工場排水基準の日間平均値レベルという

ことになる。 

また、今川橋で環境基準の３mg/Lをクリアー

するためには、下水処理場からのＢＯＤ排出負

荷量（χkg/日）は、次式から173kg/日、ＢＯＤ

は11mg/L以下で排出しなければならないことに

なる。 

3mg/L＝(94kg/日＋χ)×1,000÷89,000m3/日  

χ=173kg/日 

173kg/日÷16,000m3/日×1,000＝BOD11mg/L 

下水処理場の排水は自主検査結果や県の検査 

では数mg/Lから10mg/L前後の水質であるが、 

10mg/Lを越えた排水を放流すれば環境基準をク

リアーできなくなる可能性がある。今回の調査

では、今川橋でのＢＯＤは2.9mg/Lと環境基準に

適合していたが下水処理場排水の自主検査結果

（Ｈ１７年度の年間平均値2.5mg/L）と比べると

高かった。これは下水処理場排水よりも河川水
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の水質が悪いということを示しており、下水処

理場のすぐ上流（⑤地点）のＢＯＤが1.3mg/L

と低いことから考えると理解し難い結果である。

また、河川の水質から推計した下水処理場排水

のＢＯＤが11mg/Lと自主検査結果と比べかなり

高めであったが、この理由についてもよく分か

らない。今川橋での水質を最近の濃度レベルの

5mg/Lとすれば、さらにこの濃度差が広がり説明

がつかない。 

次にＣＯＤとＢＯＤの関係をその比率

（COD/BOD）で見てみると、昭和５７年度～６３

年度は、鹿児島線下1.2、今川橋1.6、平成元年

～１７年度は、鹿児島線下2.1、今川橋2.4と下

水処理場が供用開始した平成元年以降明らかに

ＣＯＤとＢＯＤの比率に変化が見られる。この

理由として、①上流域の市街部で下水道の整備

が促進されＣＯＤ、ＢＯＤ物質量が減少したが、

主に生活排水対策であるため減少率はＢＯＤ寄

与の有機物量が大きい。(BOD↓)②下流域では下

水道の普及区域の拡大とともに下水処理場から

河川への負荷が次第に増大した。(COD↑)③下水

処理場での汚水処理は生物処理のため、ＣＯＤ

物質よりむしろＢＯＤ物質の浄化率の方が大き

い。(BOD↓)などが考えられ、そのため下水処理

場の供用開始以来ＣＯＤ/ＢＯＤが大きくなっ

たのではないかと推察される。 

 

まとめ 

 

今回の調査では、今川橋でのＢＯＤは2.9mg/L

と環境基準に適合していたものの、近年の水質

の悪化の原因は、轟木川上流域の鹿児島線下と

薬師川の三郎丸橋の水質（県計画に基づく調査

結果）がＡ類型レベルで安定していることから、

下水処理場の排水に起因するのではないかと考

えられる。轟木川の、流量70,100m3/日、ＢＯＤ

負荷量94kg/日（①＋②）に対して、下水処理場

の排水量は16,000m3/日、ＢＯＤ負荷量40kg/日

（ＢＯＤを自主検査結果の2.5mg/Lとして計算）

と負荷は大きく、下水処理場の排水量や水質が

今川橋地点の水質に少なからず影響を与えてい

ると思われる。 

一方、今川橋地点のここ数年の水質と下水処

理場排水の水質（Ｈ１７年度の自主検査結果の

平均値）を比較すると、下水処理場排水よりも

そのすぐ下流の今川橋地点のＢＯＤが高いとい

うこと、自主検査したＢＯＤ値と河川水質から

推計した下水処理場排水のＢＯＤ値に大きな相

違がある点については理由が分からず、今後、

ＢＯＤの検査の方法や河川流況等さらに検討を

加え原因を明らかにしたい。 

轟木川の水質については、「河川流量の大小」、

「汚濁源の位置」、「水域の総合的な把握」の

観点から下流域で評価するのが最良と考えられ、

環境基準点は現在の鹿児島線下より今川橋の方

が適当ではないかと思われる。（鹿児島線下は

流量が極めて少なく止水域(流量０)になること

があり、汚濁負荷が流入する流域面積も全体の

約１／４と小さい。）しかし、今回の調査結果

では今川橋地点は下水処理場排水の影響を直接

受けていることが考えられるので、環境基準点

の見直しについては慎重に判断すべきである。 

最後に、本調査は轟木川の今川橋における環

境基準超過原因について解析したものであり、

そのため環境基準の評価項目であるＢＯＤにつ

いての検討が中心になった。全窒素、全りん等

その他の項目についても詳細調査を行い総合的

に分析し検討すればさらに原因が明確になると

思われる。なお、解析に供したデータは、簡易

測定したものや河川流量など仮定したものも多

く、推定の域を脱し得ないのは否めない。 
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